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子 育 て ・ 福 祉

　士幌町の令和６年度予算は、一般会計と４特別会計３事業会計を合わせた総額で139億7,020万円
（対前年度比18.8％増）となりました。
　今回は、令和６年度に実施する町の事業のうち、町民の皆さんに直接関わりのある事業を中心に、
主要な事業の一部を紹介します。
　なお、詳細は町民総合情報紙をご覧いただくか、それぞれの担当課にお問い合わせください。
※�広報しほろ５月号と合わせて配布されます「士幌町機構図」の裏面に、担当課の直通電話番号（ダ
イヤルイン）が掲載されていますので、お問い合わせの際はご利用ください。

まちの主要な事業 令和６年度

　小・中学校の給食費を無償化します。

担当 学校給食センター
　　 （直通５－２６７２）

　妊産婦や子育て世帯、子どもを対象に切
れ目のない相談・支援を行う、こども家庭
センターを開設します。

担当 保健福祉課子ども家庭係
　　 （福祉センター　直通５－２１０８）

　認定こども園および発達相談センター新
築工事の実施設計を行います。

担当 幼児教育課
　　 （直通５－２３６４）
担当 こども発達相談センター
　　 （直通５－２５９８）

　小・中学生を対象に漢字検定等の各種検
定受験料を助成します。

担当 教育課学校教育係
　　 （総研　直通５－４７３２）

　妊娠、出産、子育てに関する不安を取り
除くため、専門員への相談や日帰りの産後
デイケアを行います。

担当 保健福祉課健康推進係
　　 （福祉センター　直通５－２１０８）

　士幌市街区域外の運転免許証の不保持高
齢者等、または令和４年４月１日以降に運
転免許証を返納し、過去にこの助成を受け
たことがない士幌市街区域の高齢者等への
ハイヤー助成をします。
担当 保健福祉課地域福祉係
　　 （福祉センター　直通５－２００６）

学校給食費無償化事業

こども家庭センターの開設

認定こども園・こども発達相談センター 新築工事事業

各種検定受験料助成

産前産後ケア事業

高齢者等移動支援事業助成

2,722万円

222万円

4,490万円

117万円

71万円

672万円
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住 宅・生 活・環 境 な ど

　新築住宅の建設・購入または、中古住宅
を購入される方を対象にその費用を助成し
ます。

担当 建設課建築住宅係
　　 （役場庁舎１階　直通５－５２１６）

　高校在学生の保護者で一定基準の方に対
し、学費・交通費を一部助成します。

担当 保健福祉課　子ども家庭係
　　 （福祉センター　直通５－２１０８）

　美濃市姉妹提携30周年記念事業として、
美濃子どもミュージカル招へいを実施しま
す。

担当 地域戦略課まちづくり推進係
　　 （役場庁舎２階　直通５－５２１２）

　町内に定住する就業者や、看護師、介護
福祉士等の奨学金返還を一部助成します。

（一般就業者）
担当 地域戦略課まちづくり推進係
　　 （役場庁舎２階　直通５－５２１２）

（看護師・介護福祉士等）
担当 保健福祉課子ども家庭係
　　 （福祉センター　直通５－２１０８）

　古くなった公営住宅の建替事業です。住
みやすい住宅を整備します。
・中士幌北団地・若葉団地

担当 建設課建築住宅係
　　 （役場庁舎１階　直通５－５２１６）

　しほろ温泉プラザ緑風の施設再整備を行
います。

担当 産業振興課商工観光労働係
　　 （コミセン１階　直通５－５２１３）

　高齢者世帯等へのエアコンの購入および
設置費用を一部助成します。

担当 保健福祉課地域福祉係
　　 （福祉センター　直通５－２００６）

　個人・事業者を対象に、太陽光発電等の
再生可能エネルギー設備の導入助成を行い
ます。

担当 地域戦略課ゼロカーボン推進係
　　 （役場庁舎２階　直通５－５２１２）

マイホーム建設支援事業

高等学校修学援助事業【拡充】

美濃市姉妹提携30周年記念事業

奨学金返還支援助成事業

公営住宅整備事業

プラザ緑風再整備事業

高齢者等熱中症対策助成事業

ゼロカーボン推進に係る補助事業

1,000万円

1,000万円

300万円

248万円

1億7,106万円

12億9,200万円

300万円

8,197万円
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■町税および保険料の納付について

令和６年度　町税等納期一覧
期別 町道民税 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税 後期高齢者

医療保険料 介護保険料

第１期
６月１６日から ５月１６日から ５月１６日から

７月１６日から７月３１日まで
７月１日まで ５月３１日まで ５月３１日まで

第２期
８月１６日から ７月１６日から 　

８月１６日から９月２日まで
９月２日まで ７月３１日まで 　

第３期
１０月１６日から ９月１６日から 　

１０月１６日から１０月３１日まで
１０月３１日まで ９月３０日まで 　

第４期
１２月１０日から １１月１６日から 　

１２月１０日から１２月２５日まで
１２月２５日まで １２月２日まで 　

第５期
　 　 　

１月１６日から１月３１日まで
　 　 　

第６期 　 　 　 ２月１６日から２月２８日まで
　 　 　

○納期内納付
皆さんに納めていただいた町税や保険料は、道路、上下水道、教育や福祉の充実など、毎日

の暮らしに必要な様々な住民サービスを提供するうえで、とても貴重な欠くことのできない財
源です。

納税者の皆さんが、定められた期限までに自主的に納付していただくことが安定した住民サ
ービスの提供にもつながります。

町税や保険料を有効に使うためにも納期内の納付にご協力をお願いします。

○納付に困ったときは
町税や保険料を納期限までに納めることは原則ですが、病気、災害、盗難、所得の著しい減

少など様々な事情により、納期限までに納付することが困難であると認められる場合は、納付
時期を遅らせたり、分割して納めることができます。

滞納が累積すると、解消のための負担が大きくなります。また、督促状を放置し、催告を無
視しても納付義務が消滅することはありません。納付にお困りの場合は、来庁または電話によ
る相談を受け付けていますので、お早めにご相談ください。

町税および保険料の
納期内納付にご協力をお願いします
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○納付書による納付

・士幌町役場内出納室窓口（役場１階）
・士幌町指定金融機関　士幌町農業協同組合本所および各事業所
・収納代理金融機関　　帯広信用金庫士幌支店　北洋銀行帯広中央支店
　注）�北洋銀行帯広中央支店以外の北洋銀行をご利用される場合は、収納手数料１件800円�

（税抜き）が納税者負担としてかかります。
・ゆうちょ銀行
・地方税統一二次元コード対応の金融機関
・コンビニエンスストア（納付書裏面に記載のあるコンビニエンスストア）
・PayPay、LINE Pay 請求書払い

○地方税共通納税システムでの納付について
　令和６年度に発行される町・道民税（普通徴収）、国民健康保険税、固定資産税、軽自動車税
の納付書については、二次元コードが記載され、「地方税お支払いサイト」から二次元コード読
み取り、クレジットカード等から納付することができます。

■町税や保険料の口座振替による納付について
　口座振替による納付は、預貯金の口座から自動的に納付いただける便利な方法です。納付のた
めに金融機関へ出向く必要も、うっかり納め忘れてしまうといったこともありませんので、便利
で安全・確実な口座振替納付をぜひご利用ください。一度手続きをすると、翌年度以降も自動継
続され、それぞれの納期ごとに振替をします（一括での振替はできません）。

○口座振替できる町税・保険料

○口座振替のできる金融機関

○申し込み方法
　金融機関（農協・信金・ゆうちょ銀行のみ申し込みできます）で、口座振替依頼書にご記入の
うえ、皆さんの預貯金口座に使用されている印鑑を押印して申し込みます。変更および解約の手
続きも同様となります。

町・道民税（普通徴収）、固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料

・士幌町農業協同組合本所
・帯広信用金庫士幌支店
・ゆうちょ銀行

町税・後期高齢者医療保険料に関するお問い合わせは
町民課住民諸税係・資産税係（☎５－５２１４）
介護保険料に関するお問い合わせは
保健福祉課介護保険係（☎５－２００６）までご連絡ください
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　高齢者が住み慣れた地域で、自立した生活を営むことを可能としていくため、介護予防、介護サー
ビス、医療、住まいなどの包括的な支援を目指す「地域包括ケアシステム」の深化、地域づくりの推
進など、令和６年度から令和８年度までの３年間を計画期間とする「士幌町高齢者保健福祉計画・第
９期介護保険事業計画」を策定しました。本計画は介護保険法の規定に基づき、３年ごとに見直しを
行っています。計画本文は町ＨＰ、または総合福祉センター窓口で閲覧いただけます。

◇所得段階別保険料（令和６年４月から令和９年３月まで）
　第９期介護保険事業計画における介護保険料基準月額は5,800円とし、前計画（令和３年度～令和
５年度）から300円減額します。また、制度改正により新しい所得段階「第13段階」を新設します。

段階 対象者 保険料率 月額

第１段階
〇生活保護受給の方
〇世帯全員が住民税非課税の方
　�（老齢福祉年金受給の方、または合計所得金額+課税年金
収入額が80万円以下）

基準額×0.455
※（基準額×
0.285）

2,639円
（1,653円）

第２段階 〇世帯全員が住民税非課税の方
　�（合計所得金額+課税年金収入額が80万円超120万円以下）

基準額×0.685
※（基準額×
0.485）

3,973円
（2,813円）

第３段階 〇世帯全員が住民税非課税の方
　（合計所得金額+課税年金収入額が120万円超）

基準額×0.69
※（基準額×
0.685）

4,002円
（3,973円）

第４段階 〇住民税本人非課税の方
　（合計所得金額+課税年金収入額が80万円以下） 基準額×0.9 5,220円

第５段階 〇住民税本人非課税の方
　（合計所得金額+課税年金収入額が80万円超） 基準額（1.0） 5,800円

第６段階 〇住民税本人課税の方
　（合計所得金額が120万円未満） 基準額×1.2 6,960円

第７段階 〇住民税本人課税の方
　（合計所得金額が120万円以上210万円未満） 基準額×1.3 7,540円

第８段階 〇住民税本人課税の方
　（合計所得金額が210万円以上320万円未満） 基準額×1.5 8,700円

第９段階 〇住民税本人課税の方
　（合計所得金額が320万円以上500万円未満） 基準額×1.7 9,860円

第10段階 〇住民税本人課税の方
　（合計所得金額が500万円以上700万円未満） 基準額×1.8 10,440円

第11段階 〇住民税本人課税の方
　（合計所得金額が700万円以上1,000万円未満） 基準額×1.9 11,020円

第12段階 〇住民税本人課税の方
　（合計所得金額が1,000万円以上1,500万円未満） 基準額×2.0 11,600円

第13段階 〇住民税本人課税の方
　（合計所得金額が1,500万円以上）　【新設】 基準額×2.1 12,180円

※は公費の投入により軽減された後の保険料率です。

士幌町高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画を
策定しました

6広報しほろ� 2024�.�5



国民年金からのお知らせ
○国民年金保険料について
　令和６年度の国民年金保険料額は、月額16,980円となりました。
○保険料免除制度について
　所得が少ないときや失業等により保険料を納めることができな
い場合には、本人の申請によって、保険料納付が免除される制度
があります。
①免除（全額免除 ･一部免除）申請

本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場
合や、失業等の事由がある場合に、保険料が全額免除または
一部免除となります。
②納付猶予申請

50歳未満の方で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予
されます。
③学生納付特例申請

学生の方で、本人の前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。
なお、付加年金または国民年金基金に加入中の場合、免除等が承認されると脱退となります。

○過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ
　一定の将来期間のほか、過去２年（申請月の２年１か月前の月分）まで溯って免除を申請で
きます。ただし、申請が遅れると万一のときに障害年金が受け取れないなどの不利益が生じる
場合がありますので、速やかに申請してください。

「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い

納　付 全額免除 一部免除 納付猶予
（学生納付特例） 未　納

老齢 ･障害 ･
遺族基礎年金の
受給資格期間に

含まれる 含まれる 含まれる
（注２） 含まれる 含まれない

老齢基礎年金額
の計算に 含まれる 含まれる

（注１）
含まれる
（注１、2） 含まれない 含まれない

（注１）保険料を納めた場合と比べて、受け取る年金額は次のとおりです。（H21.4以降）
　　　・全額免除の場合～２分の１　　　・４分の３免除の場合～８分の５
　　　・半額免除の場合～４分の３　　　・４分の１免除の場合～８分の７
（注２）�一部免除については、減額された保険料を納めないまま２年を超えると、時効により

納めることができなくなりますのでご注意ください。

お問い合わせ　　　町民課住民年金係　　　電話　5-5231
　　　　　　　　　帯広年金事務所　　　　電話　0155-25-8113
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堀ほ
り

井い

さ
ふ
み

西に
し

村む
ら

　
高た

か

宏ひ
ろ

榮え
い

村む
ら

　
知ち

夏か

穐あ
き

山や
ま

　
直な

お

之ゆ
き

竹た
け

田だ

　
千ち

鶴づ
る

佐さ

藤と
う

　
史ふ

み

都と

宍し
し

戸ど

　
　
純じ

ゅ
ん

野の

村む
ら

　
　
錬れ

ん

　子どもたちが笑顔で生活
できるように務めます。
どうぞよろしくお願いいた
します。

　12年ぶりの士幌小学校です。
すっかり身も心も丸くなっ
たかなと思います。どうぞ
よろしくお願いいたします。

　北海道文教大学からまい
りました。自分の役割を果
たせるよう努力します。よ
ろしくお願いします。

　下音更小学校からまいり
ました。子どもたち１人１
人の個性が輝き、笑顔があ
ふれる学校になるように努
めます。

　幕別町立糠内中学校から
まいりました。久しぶりの
士幌町で子どもたちと共に
笑顔で過ごせるように頑張
ります。

　芽室小学校からまいりま
した。子どもたちが毎日楽
しく学校生活を送れるよう
頑張ります。よろしくお願
いします。

　中札内小学校からまいり
ました。士幌町の子どもた
ちのために精進してまいり
ます。よろしくお願いいた
します。

　士幌町中央中学校からま
いりました。子どもたちに
体を動かすことが楽しいと
思ってもらえるように頑張
ります。

士
幌
小
学
校

ようこそ 先生♪～着任した教職員を紹介します～

　４月１日付けで小・中・高等学校に新しく18名の先生方が着任しました。
　４月２日、総合研修センターにて ｢士幌町教職員辞令交付式・辞令伝達式 ｣が開かれました。
　式辞で土屋教育長は「自己研鑽に努められ、次代を担う子どもたちのため、本町の教育の進展
に尽力いただきたい」と述べ、着任者を代表して挨拶を務めた士幌町中央中学校白井将之校長は
「幼保小中高が連携し、まちづくり・ひとづくりに力を発揮していきたい」とあいさつしました。
士幌町の子どもたちのために、よろしくお願いします。

（
前
　
緑
陽
台
小
学
校
）

（
前
　
緑
陽
台
小
学
校
）

（
前
　
下
音
更
小
学
校
）

（
前
　
糠
内
中
学
校
）

（
前
　
芽
室
小
学
校
）

（
前
　
中
札
内
小
学
校
）

（
前
　
士
幌
町
中
央
中
学
校
）

事
務
主
任

教
諭

教
諭

教
諭

養
護
教
諭

教
諭

教
頭

教
諭
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能の

戸と

健け
ん

大た

郎ろ
う

金か
ね

枝え
だ

　
翔し

ょ
う

太た

田た

口ぐ
ち

　
　
楓か

え
で

菊き
く

地ち

　
直な

お

樹き

白し
ら

井い

　
将ま

さ

之ゆ
き

若わ
か

狭さ

　
聖さ

と

樹き

竹た
け

内う
ち

　
　
輝ひ

か
る

吉よ
し

田だ

祐ゆ

美み

惠え

小こ

林ば
や
し

　
一か

ず

也や

金か
ね

子こ

　
　
栞し

お
り

　今年も士幌町で勤務する
ことができ嬉しいです。子
どもの成長をサポートし共
に成長したいです。お願い
します。

　教員として初めての勤務
になります。生徒や地域の
ために精一杯努めてまいり
ますので、よろしくお願い
いたします。

　幌加内高校よりまいりま
した。生徒や地域のために
精一杯頑張ります。どうぞ
よろしくお願いいたします。

　楽しいと言ってもらえる
学校を職員と一致団結して
目指していきます。地域・
保護者の皆様よろしくお願
いします。

　はじめの士幌町。「つな
がり」を大切にしながら、
学校経営に努めて参ります。
どうぞ、よろしくお願いい
たします。

　生徒と共に成長し、地域
に貢献できるよう努めて参
りますので、よろしくお願
い申し上げます。

　生徒が成長できるようサ
ポートし、生徒のために精
一杯頑張りますので、どう
ぞよろしくお願いします。

　音更町立共栄中学校から
まいりました。子どもたち
のすこやかな成長のために
頑張ります。よろしくお願
いします。

　微力ではありますが、士
幌町の子どもたちのために
精一杯働きたいと思います。
どうぞよろしくお願いいた
します。

　昨年度は札幌市内で講師
をしておりました。生徒の
ために一生懸命頑張ります。
よろしくお願いします。

北
海
道
士
幌

�

高
等
学
校

上
居
辺
小
学
校

士
幌
町
中
央
中
学
校

（
前
　
士
幌
町
中
央
中
学
校
）

（
前
　
幌
加
内
高
等
学
校
）

（
前
　
浦
幌
小
学
校
）

（
前
　
忠
類
中
学
校
）

（
前
　
中
標
津
農
業
高
等
学
校
）

（
前
　
共
栄
中
学
校
）

（
前
　
幕
別
中
学
校
）

（
前
　
札
幌
北
斗
高
等
学
校
）

教
諭

教
諭

教
諭

校
長

校
長

教
諭

教
諭

養
護
教
諭

教
諭

教
諭
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課長職等・新規採用職員等のご紹介
　４月１日付けで、課長職等になった職員と新規採用になりました職員を紹介します。どうぞよろし
くお願いします。

保健福祉課

我
わが

妻
つま

　　駿
しゅん

町民課

佐
さ

々
さ

木
き

　楓
かえで

幼児教育課
教務指導係

府
ふ

川
かわ

　花
か

奈
な

美
み

建設課

寺
てら

島
しま

　拡
ひろ

貴
き

幼児教育課
教務指導係

森
もり

　　駿
はや

人
と

産業振興課

平
ひら

田
た

　航
こう

也
や

幼児教育課
教務指導係

西
にし

島
じま

　明
あ

日
す

香
か

産業振興課

河
かわ

部
べ

　海
かい

斗
と

教育委員会
参事

下
しも

坂
さか

　吉
よし

彦
ひこ

こども発達相談センター
所長

仲
なか

　　敏
とし

行
ゆき

総務課

渡
わた

辺
なべ

　歩
あゆ

果
か

地域戦略課

木
き

村
むら

　　萌
もえ
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～　よろしくお願いいたします　～

議会事務局

與
よ

佐
さ

田
だ

　美
み

月
づき

国民健康保険病院

田
た

島
じま

　秀
ひで

美
み

特別養護老人ホーム

西
にし

垣
がき

　昌
まさ

弘
ひろ

特別養護老人ホーム

岡
おか

光
みつ

　立
はる

樹
き

士幌高等学校
農場実習助手

加
か

田
だ

　浩
ひろ

也
や

国民健康保険病院

佐
さ

藤
とう

　彩
あや

花
か

特別養護老人ホーム

三
み

島
しま

　真
ま こ と

人

特別養護老人ホーム

渡
わた

邊
なべ

　　椋
りょう

こども発達相談センター

阿
あ

部
べ

　斉
なお

加
か

国民健康保険病院

戸
と

水
みず

　美
み

貴
き

子
こ

特別養護老人ホーム

山
やま

口
ぐち

　彩
さ

媛
き

特別養護老人ホーム

鈴
すず

木
き

　一
ひと

司
し

皆さまのご意見をお待ちしております
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民生児童委員
氏名 担当地区 民生児童委員

氏名 担当地区

佐藤　智恵
（中士幌東団地）

明生 ･中士幌北 ･中士幌北団地
･ 中士幌東団地・旧駅前通以北
中士幌西

前田　美智子
（中士幌新南）

中士幌 ･文化 ･ 共進 ･ 中士幌新
南・中士幌南 ･旧駅前通以南中
士幌西

辻　千鶴子
（睦西） 睦 ･睦西 ･睦南 ･美園 本田　光一

（大通西） 柏葉 ･みどり ･大通 ･大通西

岡部　厚子
（南団地） 南団地 ･緑光 山中　洋子

（若葉）
互譲 ･ 若葉 ･ 若葉第一 ･ 本通・
若葉東

土橋　美恵子
（高徳） 仲通 ･中央 ･高徳 牛渡　ひろみ

（平原第一） 松並 ･平原 ･平原第一・いこい

石丸　美木子
（新生） 神苑 ･新生 川口　太一

（士幌南一区）
士幌南一区（東和・瑞穂）･実勝・
勝和 ･ 中士幌（昭和南団地）・
豊進

藤内　明子
（士幌南旭区）

士幌南一区（南士幌・日の出・
東雲）･ 常盤 ･ 西士幌 ･ 士幌南
旭区

角田　富美幸
（士幌北一区） 百戸 ･士幌北一区 ･平和

和田　晴男
（佐倉南区） 全佐倉地区 河村　敏弘

（松室） 全上居辺地区

神屋　信勇
（清澄） 全下居辺地区 河江　依子

（吉野） 全中音更地区

及川　正義
（栄進） 全新田地区 樋口　正寛

（西上） 全西上地区

中田　まゆみ
（常盤） 町内全域【主任児童委員】 杉田　創造

（互譲） 町内全域【主任児童委員】

　民生委員児童委員は、あなたの身近な相談相手として、その内容に応じて関係機関への「つ
なぎ役」になります。
○住民の立場に立って、まちの福祉を担うボランティアです。

民生委員児童委員は、民生委員法により厚生労働大臣から委嘱された無報酬のボランティアです。
○さまざまな相談に応じます。

地域に暮らす身近な相談相手として、医療や介護、子育ての不安など、住民のさまざまな相談に応じてい
ます。そして課題が解決できるよう、行政機関をはじめ、必要な支援への「つなぎ役」になります。

○安心してご相談ください。
民生委員児童委員には民生委員法に定められた守秘義務があり、相談内容が他の人に伝わることはありません。

民生委員児童委員についてのお問い合わせ先
担当：保健福祉課地域福祉係

〒080-1219�河東郡士幌町字士幌西２線１６７番地
士幌町総合福祉センター内　☎︎０１５６４ー５ー２００６

心配ごと、悩みごとを
� ひとりで抱えていませんか？

茶 

の 

間 

●　
●　
●　
●　
●　

茶 

の 

間 

●ま
●ち
●の
●動
●き
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茶 

の 

間 

●　
●　
●　
●　
●　

茶 

の 

間 

●ま
●ち
●の
●動
●き

「
生
き
る
力
」を
涵か

ん
養よ

う

�
～
士
幌
高
校
１
日
防
災
学
校
～

世
界
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
出
場
報
告

�

～
士
幌
町
出
身　
森
本
拓
也
選
手　
　

�

小
野
寺
優
奈
選
手
～

東
洋（
株
）と
地
方
創
生
の
推

進
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

を
締
結

　
３
月
11
日
、
士
幌
高
校
に
て
、
自
然
災
害
か

ら
身
を
守
る
方
法
な
ど
、「
生
き
る
力
」を
身
に

付
け
る
こ
と
を
目
的
に「
１
日
防
災
学
校
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
町
総
務
課
の
嵯
峨
勉
地
域
防

災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
講
師
を
務
め
、
２
年
生
27

名
に
向
け
て
町
の
災
害
対
策
や
備
蓄
状
況
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。ま
た
、（
株
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

職
員
に
よ
る
、
衛
星
携
帯
電
話
な
ど
、
同
社
の

災
害
対
策
に
つ
い
て
の
紹
介
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
北
海
道
版「
Ｄ

ｏ
は
ぐ
」を
用
い
て
、
真
冬
に
直
下
型
地
震
が

発
生
し
電
気
等
が
使
え
な
い
と
い
う
想
定
に
沿

っ
て
、
カ
ー
ド
で
示
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
条
件

を
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
解
決
し
、
防
災

に
対
す
る
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

細
田
祐
資
さ
ん
は「
年
齢
や
性
別
を
意
識
し

て
被
災
者
の
配
置
を
行
っ
た
。
万
が
一
の
際
は

今
日
の
経
験
を
い
か
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
３
月
11
日
、
Ｉ

Ｓ
Ｕ
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト（
11
月
10

日
～
２
月
５
日
）

に
出
場
し
た
士
幌

町
出
身
の
森
本
拓

也（
三
重
県
ス
ポ

ー
ツ
協
会
）選
手

と
小
野
寺
優
奈（
富

士
急
行
）選
手
が

町
役
場
を
訪
れ
、
髙
木
町
長
へ
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
森
本
選
手
は
、
男
子
５
０
０
ｍ
に
出
場
し
、
帯
広
で
開
催
さ
れ

た
第
１
戦
に
お
い
て
第
５
位
と
健
闘
。
北
京
で
の
第
２
戦
以
降
は

け
が
で
苦
し
む
も
、
ケ
ベ
ッ
ク
で
の
第
６
戦
ま
で
Ａ
ク
ラ
ス
で
出

場
し
ま
し
た
。

　

小
野
寺
選
手
は
、
女
子
１
，
５
０
０
ｍ
と
３
，
０
０
０
ｍ（
第

３
戦
は
５
，
０
０
０
ｍ
）、
チ
ー
ム
パ
シ
ュ
ー
ト
に
出
場
。
第
１

戦
の
１
，
５
０
０
ｍ
Ｂ
ク
ラ
ス
に
お
い
て
第
２
位
と
な
り
、
以
降

３
，
０
０
０
ｍ
と
と
も
に
Ａ
ク
ラ
ス
で
出
場
。
第
６
戦
の
チ
ー
ム

パ
シ
ュ
ー
ト
で
は
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ソ
ル

ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｕ
四
大
陸
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
選
手
権
大
会
に
お
い
て
も
、
チ
ー
ム
パ
シ
ュ
ー
ト
で
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
森
本
選
手
は「
自
分
に
足
り
な
い
も
の
が
見
え
た
の
で
、
改
善

し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ー
ズ
ン
に
挑
み
た
い
」、
小
野
寺
選
手
は「
目

標
に
し
て
い
た
世
界
距
離
別
選
手
権
に
も
出
場
で
き
、
２
年
後
に

向
け
て
良
い
調
子
」と
そ
れ
ぞ
れ
話
し
ま
し
た
。

　
３
月
15
日
、
町
と
昨
年
創
立
70
周
年
を
迎
え
た

東
洋
株
式
会
社
が
、
地
方
創
生
の
推
進
に
関
す
る

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
包
括
的
な
連
携
の
も
と
相
互
に

協
力
し
、
地
域
活
性
化
お
よ
び
地
域
経
済
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、

同
社
運
営
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト「
Ｔ
Ｏ

Ｎ
×
Ｔ
Ｏ
Ｎ
」内
に
士
幌
町
専
用
ペ
ー
ジ「
推
し
ま

ち
！
」を
作
製
し
、
町
内
外
に
向
け
た
情
報
発
信

コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
り
士
幌
町
の
魅
力
を
発
信
す
る

も
の
で
す
。

　

角
社
長
は「
責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
。
協
定
を

結
ん
だ
今
日
が
始
ま
り
で
あ
り
、『
生
き
た
情
報
』

を
提
供
し
て

い
く
」と
話

し
、
髙
木
町

長
は「
東
洋

（
株
）の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
た
く

さ
ん
コ
ン
テ

ン
ツ
に
入
っ

て
い
る
。
さ

ら
に
士
幌
町

の
魅
力
を
発

信
し
て
い
け

れ
ば
」と
話

し
て
い
ま
し

た
。
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３
月
11
日
、
士
幌
高
校
校
長
室
に
て
、

優
れ
た
成
果
を
挙
げ
た
全
国
の
国
公
私

立
学
校
の
現
職
の
教
職
員
を
対
象
と
し

た「
令
和
５
年
度
文
部
科
学
大
臣
優
秀

教
職
員
表
彰
」に
、
士
幌
高
校
の
佐
藤

正
三
教
諭（
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
科
学
科
長
）

が
選
ば
れ
た
こ
と
に
よ
る
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
教
諭
は
、
畜
産
の
専
門
知
識
・

技
能
を
活
用
し
た
教
科
指
導
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
と
連
携
し
た

教
育
を
実
施
し
、
地
域
の
産
業
を
担
う

人
材
育
成
や
、
農
業
教
育
の
向
上
等
に

大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

表
彰
に
至
り
ま
し
た
。

　

土
屋
教
育
長
よ
り
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
、
佐

藤
教
諭
は

「
素
直
に

嬉
し
い
。

こ
の
先
も

生
徒
と
と

も
に
成
長

し
て
い
け

れ
ば
」と

話
し
て
い

ま
し
た
。

　
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
で
被
害
を
受
け
た
石
川
県
能
登
町
へ
、

３
月
18
日
よ
り
士
幌
町
職
員
２
名（
教

育
課
石
川
蓮
主
事
、
建
設
課
千
葉
俊
輔

技
師
）が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
士
幌
町

か
ら
は
、
２
月
26
日
の
珠
洲
市
派
遣
に

続
い
て
２
回
目
の
派
遣
と
な
り
ま
す
。

　
３
月
15
日
に
出
発
式
が
行
わ
れ
千
葉

技
師
は「
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験

を
い
か
し
、
１
日
で
も
早
い
復
興
に
向

け
て
尽
力
す
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

髙
木
町
長
は「
現
地
の
職
員
は
不
眠

不
休
で
働
い
て
い
る
状
態
。
復
興
支
援

の
貢
献
と
同
時
に
、
能
登
町
職
員
の
負

担
軽
減
に
も
努
め
て
ほ
し
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
２
名
は
、
３
月
18
日
か
ら
24
日
ま
で

の
１
週
間
、
復
興
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
３
月
18
日
、
士
幌
高
校
の
１
年
生
43

名
が
士
幌
町
農
協
記
念
館
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
こ
の
見
学
は
、
郷
土
の
産
業
で
あ
る

農
業
や
農
協
に
つ
い
て
学
び
、
農
業
の

学
習
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
や
、
毎

年
行
っ
て
い
る
士
幌
高
原
の
整
備
へ
の

意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
は
じ
め
に
主
要
作
物

や
加
工
に
関
す
る
展
示
な
ど
を
見
学
。

続
い
て
士
幌
町
農
協
組
合
員
相
談
課
久

保
さ
ん
の
講
演
や
映
像
資
料
を
試
聴
し
、

士
幌
の
三
羽
鴉（
秋
間
勇
氏
・
太
田
寛

一
氏
・
飯
島
房
芳
氏
）が「
士
幌
町
の
農

業
発
展
の
為
に
は
、
若
い
農
家
が
勉
強

で
き
る
学
校
が
必
要
だ
」と
の
思
い
で

開
校
し
た

学
校
が
士

幌
高
校
で

あ
る
こ
と

な
ど
、
士

幌
町
の
農

業
に
つ
い

て
理
解
を

深
め
ま
し

た
。

　
３
月
19
日
、
町
内
で
住
宅
を
購
入
さ

れ
た
権
藤
智
希
さ
ん
へ「
マ
イ
ホ
ー
ム

建
設
支
援
補
助
金
」１
３
０
万
円（
う
ち

65
万
円
は
商
工
会
商
品
券
）が
髙
木
町

長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
移
住
・
定
住
者
の
増
加
を

図
る
た
め
、
町
内
に
初
め
て
マ
イ
ホ
ー

ム
を
持
ち
、
10
年
以
上
定
住
さ
れ
る
方

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
お
聞
き

す
る
と
、「
現
時
点
で
は
特
に
決
ま
っ
て

い
な
い
の
で
、
生
活
用
品
な
ど
日
常
的

な
買
い
物
で
使
用
し
て
い
き
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

優
秀
教
職
員
表
彰

�
～
士
幌
高
校
佐
藤
正
三
教
諭
～

石
川
県
能
登
町
へ
、

士
幌
町
職
員
２
名
を
派
遣

三
羽
鴉
と
士
幌
高
校
の

強
い
関
係
を
学
ぶ

�

～
農
協
記
念
館
見
学
～

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
支
援

事
業
補
助
金
を
贈
呈

�

～
権
藤
智
希
さ
ん
～
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３
月
21
日
、
役
場
庁
舎
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
防
火
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
職
員
ら
約
15
名
が
参
加
し
、
消
火
器

の
取
り
扱
い
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

消
火
訓
練
で
は
士
幌
消
防
署
の
市
川
敦

士
主
任
補
が
消
火
器
で
の
消
火
方
法
に

つ
い
て
説
明
し
、
職
員
ら
は
一
人
ひ
と

り
訓
練
用
の
水
消
火
器
を
用
い
て
消
火

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
後
、
市
川
主
任
補
は「
火
事
に

備
え
、
消
火
訓
練
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
火

器
の
位
置
を
事
前
に
把
握
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
３
月
22
日
、
ご
自
宅
に
て
、
１
０
０

歳
を
迎
え
ら
れ
る
船
戸
き
よ
ゑ
さ
ん（
大

正
13
年
３
月
24
日
生
ま
れ
）に
髙
木
町

長
か
ら
敬
老
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
き
よ
ゑ
さ
ん
は
上
士
幌
町
出
身
で
、

農
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
温
厚
で
落

ち
着
い
た
性
格
の
き
よ
ゑ
さ
ん
は
、
大

好
き
な
編
み
物
を
し
た
り
、
ご
自
身
の

子
ど
も
の
こ
ろ
の
ア
ル
バ
ム
を
見
た
り

し
て
過
ご
す
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

当
日
は
、
ご
家
族
に
見
守
ら
れ
な
が
ら

祝
い
金
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

ご
家
族
の
方
に
よ
る
と「
１
０
０
歳

に
な
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
」と

の
こ
と
で
、
き
よ
ゑ
さ
ん
も
嬉
し
そ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
25
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に

て
、
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の

児
童
を
対
象
と
し
た「
こ
ど
も
体
操
教
室
」

が
開
か
れ
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
（
株
）オ
カ
モ
ト
の
指
導
員
２
名
が
講

師
と
な
り
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
後
、

子
ど
も
た
ち
は
マ
ッ
ト
運
動
、
跳
び
箱
、

鉄
棒
な
ど
に
挑
戦
。
跳
び
箱
で
は「
両

足
を
揃
え
て
跳
ぶ
」、逆
上
が
り
で
は「
思

い
切
り
足
を
蹴
り
上
げ
る
よ
う
に
」と

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
行
い
ま
し

た
。

　
「
逆
上
が
り
が
難
し
か
っ
た
」、「
マ
ッ

ト
運
動
が
上
手
く
で
き
た
！
」な
ど
、様
々

な
種
目
に
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み
な
が

ら
運
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
子
ど
も
た
ち
に
は
修
了
証

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
！

　

３
月
26

日
～
27
日

の
２
日
間
、

総
合
研
修

セ
ン
タ
ー

に
て
、
町

内
の
小
中

学
生
を
対

象
に
春
休

み
学
習
サ
ポ
ー
ト
塾
が
行
わ
れ
、
小
中

学
生
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
北
海
道

大
学
生（
恵
迪
寮
自
治
会
士
幌
小
屋
チ
セ
・

フ
レ
ッ
プ
運
営
特
別
委
員
会
。
渡
辺
麗

菜
委
員
長
）６
名
を
講
師
に
招
き
、
参

加
者
ら
は
持
参
し
た
春
休
み
の
宿
題
な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
山
根
虎
太
朗
さ
ん（
小
学

３
年
）は「
漢
字
の
教
え
方
が
分
か
り
や

す
か
っ
た
」と
話
し
、
北
大
生
で
初
参

加
の
都
築
頼
太
さ
ん（
大
学
３
年
）は「
み

ん
な
が
楽
し
い
と
い
う
の
で
来
て
み
た

か
っ
た
。
始
ま
る
と
子
ど
も
た
ち
が
元

気
で
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
勉
強
は
ま
じ

め
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
た
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
勉
強
の
後
は
、
ボ
ー
ル
運
動
で
参
加

者
と
北
大
生
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

防
火
訓
練
を
実
施

�
～
役
場
庁
舎
・
コ
ミ
セ
ン
～

１
０
０
歳
の
誕
生
日

�

お
め
で
と
う
♪

�

～
敬
老
祝
い
金
贈
呈
～

跳
ん
で
回
っ
て

�

楽
し
く
運
動

�

～
こ
ど
も
体
操
教
室
～

北
大
生
と
一
緒
に
勉
強

�

～
春
休
み
学
習
サ
ポ
ー
ト
塾
～
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３
月
５
日
、
士
幌
町
商
工

会
女
性
部（
岡
崎
睦
子
部
長
）

よ
り
、
町
内
の
新
小
学
１
年

生
へ「
愛
の
お
ま
も
り
」を
38

個
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
愛
の
お
ま
も
り
」は
、
交

通
安
全
や
子
ど
も
た
ち
の
成

長
へ
の
願
い
を
込
め
た
お
ま

も
り
で
、
入
学
を
祝
福
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
岡
崎
部
長
は「
交
通
安
全
や
健
康
祈
願
は
も
ち
ろ
ん
、
小

学
校
生
活
全
体
を
楽
し
く
過
ご
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
３
月
25
日
、
士
幌
町
社
会

福
祉
協
議
会（
佐
藤
弘
夫
会
長
）

よ
り
、
町
内
の
新
小
学
１
年

生
へ「
漢
字
の
字
典
」を
38
冊

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
昨
年
末
に

実
施
さ
れ
た「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
」の
助
成
を
受
け
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。「
漢
字
の
字

典
」に
は
、
６
年
生
ま
で
に

習
う
漢
字
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
佐
藤
会
長
は「
う
ま
く
活
用
し
て
勉
強
し
て
ほ
し
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

愛
の
お
ま
も
り
～
商
工
会
女
性
部
～

漢
字
の
字
典
～
社
会
福
祉
協
議
会
～

　

３
月
27
日
、
士
幌
町
出
身
の
小
野
寺
日
菜
選
手（
高

崎
健
康
福
祉
大
学
）が
、
２
月
22
日
～
25
日
に
ハ
ー
マ

ル（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）で
行
わ
れ
た
世
界
大
学
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
へ
出
場
し
、
５
０
０
ｍ
で
４
位

（
39
秒
57
）、
１
，
０
０
０
ｍ
で
は
見
事
２
位（
１
分
20

秒
11
）に
入
賞
し
、
結
果
報
告
の
た
め
髙
木
町
長
の
も

と
へ
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
去
年
の
世
界
大
会
で
は
メ
ダ
ル
が
獲
れ
ず
、
今
シ

ー
ズ
ン
も
最
初
の
方
は
タ
イ
ム
が
伸
び
ず
苦
し
か
っ
た
」

と
話
す
小
野
寺
選
手
。「
次
第
に
タ
イ
ム
も
伸
び
成
長
を

感
じ
ら
れ
た
。
今
回
メ
ダ
ル
を
獲
る
こ
と
が
で
き
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
繋
が
る
大
会
だ
っ
た
」と
、
手
応
え
を

感
じ
た
様
子
。「
来
シ
ー
ズ
ン
は
５
０
０
ｍ
で
38
秒
台
を

目
指
す
」と
、

次
の
大
会
を

見
据
え
て
い

ま
し
た
。

　

髙
木
町
長

は「
来
シ
ー

ズ
ン
も
、
さ

ら
な
る
飛
躍

の
年
に
な
る

こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い

る
」と
激
励

し
ま
し
た
。

　

３
月
27

日
、
役
場

町
長
応
接

室
に
て
、

士
幌
消
防

団
の
大
西

米
明
団
長

の
退
任
に

伴
う
辞
令

交
付
式
が

行
わ
れ
ま

し
た
。

　
大
西
団
長
は
昭
和
43
年
に
入
団
。
平
成
27
年

か
ら
今
年
度
ま
で
の
９
年
間
は
団
長
と
し
て
活

動
し
、
町
の
安
全
の
た
め
に
尽
力
し
ま
し
た
。「
こ

の
55
年
間
、
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
自
分

の
地
域
は
自
分
で
守
る
と
い
う
強
い
志
で
活
動

し
て
き
た
。
団
員
や
地
域
の
方
々
の
協
力
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
続
け
ら
れ
た
。
家
族
に
も
感
謝

し
て
い
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
髙
木
町
長

は「
大
西
団
長
の
お
か
げ
で
現
在
の
団
員
数
を

維
持
で
き
、
女
性
団
員
も
入
団
し
た
。
そ
の
功

績
に
感
謝
す
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
団
長
と
な
る
末
永
秀
雄
副
団
長
に
は「
大

災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。
災
害
に

備
え
る
た
め
、
引
き
続
き
団
員
の
増
加
に
努
め

て
ほ
し
い
」と
、
期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

世
界
大
会
で
銀
メ
ダ
ル
獲
得
！

～
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

�
士
幌
町
出
身
小
野
寺
日
菜
選
手
～

大
西
米
明
団
長
が
退
任

�

～
士
幌
消
防
団
～

町
内
小
学
校
の
新
１
年
生
へ
寄
贈
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４
月
９
日
、
紺
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
株
式

会
社
オ
カ
モ
ト（
岡
本
謙
一
代
表
取
締
役
）に
褒

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
株
式
会
社
オ
カ
モ
ト

は
会
社
発
祥
の
地
で
あ
る
士
幌
町
の
発
展
を
願

い
、
令
和
５
年
２
月
24
日
に
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
と
し
て
多
額
の
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

黒
川
専
務
は「
受
章
す
る
こ
と
が
で
き
て
大

変
光
栄
だ
。
結
婚
・
出
産
、
子
育
て
へ
の
支
援

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
役
立
て
て
欲
し
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
寄
附
金
は
、
士
幌
町
認
定
こ
ど
も
園
の
移
転
・

新
築
整
備
事
業
に
、
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

　
４
月
２
日
、
今
年
度
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童（
第
３
子
以
降
）へ

入
学
祝
い
金
が
支
給
さ
れ
、
各
家
庭
を
訪
問
し
、
髙
木
町
長
か
ら
児

童
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
第
３
子
３
名
、
第
４
子
２
名
の
計
５
名
が
対
象
で
す
。

　
髙
木
町
長
は「
入
学
お
め
で
と
う
！
」と
声
を
か
け
な
が
ら
一
人
ひ

と
り
に
手
渡
す
と
、
児
童
ら
は「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
元
気

に
受
け
取
り
、「
算
数
を
頑
張
り
た
い
！
」「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
た
い
！
」

な
ど
、
小
学
校
で
の
新
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
、
役
場
町
長
応
接
室
に
て
、
士

幌
消
防
団
の
末
永
秀
雄
団
長
の
就
任
に
伴
う

辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
末
永
団
長
は
昭
和
49
年
に
入
団
。
平
成
31

年
か
ら
令
和
６
年
ま
で
の
５
年
間
は
副
団
長

と
し
て
活
動
し
、
町
の
安
全
の
た
め
に
尽
力

し
ま
し
た
。
末
永
団
長
は「
父
親
も
団
長
を

し
て
お
り
そ
の
姿
を
側
で
見
て
い
た
。
団
員

の
減
少
を
ど
う
し
て
い
く
か
、
そ
し
て
災
害

が
増
え
る
と
思
う
が
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
。

そ
れ
が
私
の
課
題
」と
こ
れ
か
ら
の
思
い
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
髙
木
町
長
は「
人
口
減
少
と
災
害
の
多
発
・

激
甚
化
の
中
で
、
団
員
が
減
少
し
て
い
る
。

地
域
の
防
災
や
安
全
を
末
永
団
長
に
は
け
ん

引
し
て
ほ
し
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

新
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

�

～
入
学
祝
い
金
贈
呈
～

末
永
秀
雄
団
長
が
就
任

�

～
士
幌
消
防
団
～

紺
綬
褒
章
伝
達
式

�

（
株
）オ
カ
モ
ト

～入学おめでとうございます♪～
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４
月
８
日
、
町
内
小
中
学
校
お
よ
び

士
幌
高
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
士
幌
小
学
校
27
名
、
中

士
幌
小
学
校
３
名
、
上
居
辺
小
学
校
４

名
、
士
幌
町
中
央
中
学
校
44
名
、
士
幌

高
校
51
名
の
新
入
生
が
入
学
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
、
来
賓
や
教
職

員
、
保
護
者
、
上
級
生
な
ど
が
暖
か
く

見
守
る
中
、
新
し
い
学
校
生
活
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
で

は
、
２
０
２
３
年
か
ら「
北
海
道
応
援

大
使
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
士
幌
町
で
は
今
年
度
、
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
Ｂ
・

Ｂ
」が「
し
ほ
ろ
魅
力
発
見
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
」に
就
任
。
士
幌
町
の
魅
力
を
１
年

間
か
け
て
広
く
発
信
す
る
取
り
組
み
を

実
施
し
ま
す
。

　
４
月
４
日
、
Ｂ
・
Ｂ
が
役
場
庁
舎
を

訪
問
。
髙
木
町
長
か
ら
直
接
委
嘱
状
を

受
け
取
っ
た
Ｂ
・
Ｂ
は
、「
士
幌
町
の
魅

力
を
ど
ん
ど
ん
探
っ
て
い
き
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
や
ヌ

プ
カ
の
里
、
交
通
公
園
な
ど
を
巡
り
、

各
所
で
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

小
・
中
・
高
校
入
学
式

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

Ｂ
・
Ｂ
が
し
ほ
ろ
魅
力
発
見

�
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
就
任
！
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遊
水
公
園
に
あ
る「
二
宮
尊
徳
幼

年
の
像
」は
、
誰
も
が
一
度
は
見
た

こ
と
が
あ
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
像
は
、
平
成
３
年
11
月
、
町

開
基
70
周
年
・
農
協
創
立
60
周
年
に

当
た
り
、
有
志
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

　
銅
像
の
横
に
は
、
神
奈
川
県
小
田

原
市
の
農
家
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た

二
宮
尊
徳（
幼
名
金
次
郎
）の
足
跡
が

書
か
れ
た
石
碑
も
あ
り
、
水
害
で
つ

ぶ
れ
た
生
家
を
再
興
し
た
こ
と
や
、

栃
木
県
桜
町
領
の
荒
村
復
興
を
委
任

さ
れ
、
10
年
で
成
功
し
た
こ
と
な
ど

が
、
尊
徳
の
仕
事
を
成
功
さ
せ
た
考

え
方
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
遊
水
公
園
に
来
た
と
き
は
、
立
ち

寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

遊
水
公
園
の
二
宮
像

コ
ラ
ム

5,741人（－123）�男2,842人（－32）�女2,899人（－91）�世帯2,744（－22）
� ※３月末現在（　）は前年比人の動き

美
濃
美
濃
の
ま
ち
か
ら

の
ま
ち
か
ら

　
３
月
19
日
、
岐
阜
県
立
武
義
高
校
の
生
徒
の
み
で
構
成

さ
れ
る
美
濃
市
の「
未
来
創
造
課
」の
創
設
に
先
立
ち
、
美

濃
市
と
同
校
の
協
定
式
が
防
災
・
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
定
式
に
は
同
校
の
加
藤
信
男
校
長
と
未
来
創
造
課
の

課
員
を
務
め
る
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科
２
年
生
の
生
徒
６
人
が

出
席
。

　
４
月
か
ら
は
授
業
の
一
環
で
、
毎
週
金
曜
日
に
市
役
所

を
訪
れ
、
様
々
な
分
野
の
企
画
提
案
に
携
わ
り
ま
す
。

県立武義高等学校との協定式が
� 行われました

　
第
13
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
技
術
選
手
権

決
勝
大
会
で
入
賞
し
た
士
幌
基
礎
ス
キ
ー
少
年
団

の
吉
田
え
る
の
さ
ん（
小
学
生
女
子
の
部
８
位
）と

東
井
咲
詠
さ
ん（
高

校
生
女
子
の
部
８

位
）が
、
４
月
４

日
に
、
第
８
回
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
技
術
選
手
権

大
会
で
入
賞
し
た

井
澤
藍
里
さ
ん（
小

学
生
女
子
の
部
10

位
）が
４
月
８
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
土
屋
教

育
長
へ
入
賞
の
報

告
を
し
ま
し
た
。

　
井
澤
さ
ん
は「
入

賞
は
嬉
し
い
け
れ

ど
コ
ブ
が
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
の

は
悔
し
い
。
来
年

は
う
ま
く
滑
り
た

い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

士
幌
基
礎
ス
キ
ー
少
年
団

全
道
・
全
日
本
大
会
出
場
報
告

す
ご
い
ぞ
！

し
ほ
ろ
っ
こ
！
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　町では「こども家庭センター～よすが～」を開設しました。
　妊娠期から出産・子育て期・お子さん（０～18歳）に関する様々な相談に応じ、安心
して過ごしていただけるよう切れ目ないサポートをおこないます。

相談ルームには赤ちゃんの授乳スペース、小児用トイレ、遊びスペースもあります。
お子様と一緒でも安心して相談にいらしてください♪

〜 · 〜 · 〜 · 〜　相談日のお知らせ　〜 · 〜 · 〜 · 〜
妊産婦一般健康相談 赤ちゃん相談 おっぱい相談 よすが子育て相談

たとえば…
◦不妊・不育症についての相談
◦母子手帳交付、妊娠中の相談
◦お子さんの成長に関する相談
◦子育てに関する制度やサービスの情報提供
◦医療機関など関係機関との調整　　…など

対象：妊産婦さん
時間：毎週月曜日
　　　９時～11時半
内容：母子手帳発行
　　　個別相談等

対象：１歳まで
内容：計測・個別相談
日時：月１回予約制
※ 日程はお問い合わせ

ください。

内容： 助産師による乳
房マッサージ

日時：月１回予約制
※ 日程はお問い合わせ

ください。

時間：毎週火曜日
　　　13時～16時半
内容： 保育士による子

育て相談

相談は保健師、保育士、家庭支援員などがお受けします。
ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。

場　　所：士幌町総合福祉センター内（子育て世代包括支援センターよすが）及び
　　　　　町民保健センター旧事務所
受付時間：午前８時30分～午後５時15分（土日・祝日・年末年始は除く）
お問合せ：０１５６４－５－２１０８

たとえば…
◦児童虐待対応
◦ＤＶ支援
◦ひとり親支援
◦多胎児、育児相談
◦出産子育て応援ギフト　　　　　　…など

妊娠期・子育て期
　　　　の相談や悩み

こども（０～18歳）
　に関する相談や悩み

健康ニュース健康ニュース

こども家庭センター～よすが～
2024年４月開設
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特養だより

連絡先　認定こども園なかよし　幼児教育課　電話５－２３６４　（相談専用）電話５－２５０２

連絡先　特別養護老人ホームほほえみ　電話５－２４１６

「令和６年度スタート♪」� 認定こども園長　渋谷　浩
　令和６年度は新入園児30名、継続児96名の126名で始まりました。
　４月５日に入園式を実施。ここ４年、新型コロナウイルス感染症対策のため新
入園児とその保護者のみで執り行っていましたが、今年は３歳以上児が全員参加
して実施。新入園の３歳以上児は継続児などのクラスのお友達と一緒に式
に臨むことができました。また、髙木町長にもご祝辞をいただき、令和６
年度のスタートをきることができました。
　８日からは通常通りの保育がはじまり、少しずつ新しい環境やお友達に

慣れ、新入園児も継続児も共に楽し
い園生活が送れるように、職員が一
体となり努めてまいります。ご家庭
でもお子さまを励まし送り出してい
ただけたら幸いです。
　保護者の皆さまはもちろん、関係
する皆さまのご理解、ご協力をいた
だきながら、右記「５つの目標」に向
け一歩一歩進んでまいります。よろ
しくお願いいたします。【継続児も参加したなかでの町長祝辞】

新たに仲間入りした職員の紹介です♪
【西垣昌弘】
●年齢：48歳
●資格：介護支援専門員・社会
福祉士・介護福祉士
●出身地：和寒町
●出身校：北都保健福祉専門学校
●介護支援専門員を目指した理
由：福祉職のスキルアップを目
的に介護支援専門員を目指しま
した。大変な仕事ですが充実し
ています。
●今後の抱負：
皆様に信頼され
る人材となれる
よう日々精進し
ていきます。

【佐藤真由子】
●年齢：41歳
● 資格：正看護師
● 出身地：釧路市
●出身校：札幌西野学園
●看護師を目指した理由：高校
生の頃に入院した時、看護師さ
んにとても優しくして頂き、人
の役に立てる仕事に就きたいと
思いました。
●今後の抱負：
利用者様の心身
と生活に寄り添
った看護をして
いきたいです。

【山口彩
さ
媛
き
】

●年齢：29歳
●資格：管理栄養士
●出身地：新得町
●出身校：帯広大谷短期大学
●栄養士を目指した理由：食べ
ることが好きで、生きることに
不可欠な ｢ 食 ｣ を通じて、誰か
の役に立ちたいと思いました。
●今後の抱負：利用者様に喜ん
でいただけるような食事提供と
お一人お一人に
合った栄養ケア
を目指して努力
いたしますので、
よろしくお願い
いたします。

︻
認
定
こ
ど
も
園
﹁
な
か
よ
し
﹂
５
つ
の
目
標
︼

１２３４５
元
気
な
子
（
に
こ
に
こ
）

仲
良
く
遊
ぶ
子
（
ど
ん
ど
ん
）

思
い
や
る
子
（
し
ん
し
ん
）

考
え
る
子
（
い
き
い
き
）

表
現
す
る
子
（
は
き
は
き
）
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安
全
・
環
境
だ
よ
り

安
全
・
環
境
だ
よ
り

旗
な
み
運
動
を

�

実
施
し
ま
し
た

　
４
月
８
日
入
学
式
の
朝
、
士
幌
小
学

校
校
門
前
に
て
、
生
活
安
全
推
進
協
議

会
役
員
お
よ
び
士
幌
駐
在
所
の
ご
協
力

の
も
と
、
児
童
の
登
校
時
間
帯
に
、
道

行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
安
全
運
転
を
呼
び

か
け
る「
旗
な
み
運
動
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
春
か
ら
通
学（
園
）を
始
め
る
児
童
は

「
と
び
出
し
」な
ど
の
危
な
い
行
動
を
し

が
ち
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

時
間
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
特
に
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
す
ぐ
に
止
ま

れ
る
ス
ピ
ー
ド
で
走
行
す
る
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
ス
プ
レ
ー
缶
等
の
排
出
方
法

　
町
で
は
、ス
プ
レ
ー
缶
の
排
出
は
、「
中

身
を
使
い
切
り
」「
穴
を
開
け
て
」排
出

い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、

中
身
を
出
し
切
る
際
や
穴
を
開
け
る
際

は
、
事
故
防
止
の
た
め
、
必
ず
風
通
し

の
良
い
屋
外
で
作
業
を
行
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

「
フ
ン・尿
」の
処
理
を

お
願
い
し
ま
す

　
春
に
な
り
、
放
置
さ
れ
た
犬
の
フ
ン

が
一
層
気
に
な
り
ま
す
。『
処
理
す
る
道

具
を
持
っ
て
い
な
が
ら
片
付
け
な
い
飼

い
主
が
い
る
。』と
の
通
報
も
あ
り
ま
す
。

散
歩
に
は
必
ず
ミ
ニ
シ
ャ
ベ
ル
や
袋
な

ど
を
持
参
し
、
責
任
を
持
っ
て
片
付
け

て
く
だ
さ
い
。
尿
は
ト
イ
レ
シ
ー
ツ
で

拭
き
取
り
、
ま
ん
べ
ん
な
く
水
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

　
近
隣
の
方
々
と
の
快
適
な
居
住
環
境

を
守
り
、
末
永
く
お
付
き
合
い
を
し
て

い
く
た
め
、
思
い
や
り
を
忘
れ
ず
、
犬

を
飼
う
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
出
し
方

�

再
確
認

◆�

必
ず
収
集
日
の
朝
８
時
ま
で
に
出
し

ま
し
ょ
う
！

　
家
庭
ご
み
を
排
出
さ
れ
る
際
、
ネ
ッ

ト
の
四
隅
に
重
石
が
な
い
こ
と
で
飛
散

し
た
り
、
カ
ラ
ス
や
キ
ツ
ネ
等
に
荒
ら

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ネ
ッ
ト
の
隅
に
重
石
を
置
い
た
り
、
フ

タ
付
き
の
容
器
等
に
重
石
を
入
れ
る
な

ど
、
飛
散
防
止
の
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。

前
年
度
と
の

ご
み
発
生
量
の
比
較

　
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
各
種
ご
み
の

発
生
量
を
前
年
と
比
較
し
た
グ
ラ
フ
で

す
。
前
年
度
と
比
較
し
て
ご
み
の
発
生

量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
資
源
と
し
て
分
別
で
き
る
も
の
は
、

地
区
の
集
団
回
収
を
利
用
し
た
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
業
者
等
へ
持
ち
込
む
な
ど
引

き
続
き『
ご
み
の
減
量
』に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

望ましい事例

R05
1 月

（t）

R06
1月

R05
2月

R06
2月

R05
3月

R06
3月

0

50

100

150

200
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70 65
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40

53
9
36

60
9
36
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16
46

60
13
1110

44

資源 不燃 可燃

ごみに関するお問い合わせは、役場生活環境係（町民課直通）☎︎⑤５２３１
までお願いします。

22広報しほろ� 2024�.�5



面会時間：午後14時30分から午後16時00分まで　15分以内
　　　　　※土、日、祝日もご面会いただけます。
対 象 者：15歳以上の親族に限ります
面会人数：入院患者様１名につき、１面会に３名様まで
面会方法：事前予約の必要はありません。
　　　　　�士幌町国保病院ＨＰ掲載の「面会者問診票」に必要事項を記入しお持ちいただくか、

受付にてご記入ください。
そ の 他：来院時にはマスクの着用をお願いいたします。

病院病院だよりだより病院病院だよりだより

●国民健康保険病院　電話５－２１０６

入院患者様との面会について

国保病院医師紹介
副　院　長　池田　和雄（いけだ　かずお）

医　　　師　守屋　尚橘（もりや　なおき）

出身大学　名古屋市立大学医学部（昭和54年卒）
主な経歴　名古屋市立城西病院内科
　　　　　静岡県磐田市立総合病院消化器科・内科
　　　　　厚岸町立病院内科
　　　　　士幌町国民健康保険病院
　　　　　一般社団法人上川北部医師会名寄東病院内科
専門医等　日本内科学会認定医・総合内科専門医
　　　　　日本消化器病学会専門医
　　　　　日本医師会認定産業医
所属学会　日本内科学会、日本消化器内視鏡学会
　　　　　日本呼吸器病学会、日本消化器病学会

　感染防止対策のため一部制限を設けたうえで、入院患者様との対面での面会を再開しています。

出身大学　名古屋市立大学医学部（昭和54年卒）
主な経歴　名古屋市立大学病院泌尿器科
　　　　　稲穂会天草慈恵病院
　　　　　北海道社会事業協会岩内病院総合診療科
　　　　　北海道社会事業協会帯広病院内科
専門医等　日本医師会認定産業医、日本人間ドック学会認定医
所属学会　日本内科学会、日本泌尿器学会、日本小児科学会
　　　　　日本産業衛生学会、日本人間ドック学会

23 広報しほろ� 2024�.�5



いま、士幌高校ではいま、士幌高校では

○校内意見発表大会� 10日（金）
○夏期略装期間開始� 13日（月）
○いじめアンケート� 13日（月）
○全校集会� 14日（火）
○花・野菜販売会� 16日（木）
○溶接実習� 17日（金）�21日（火）
○高体連集約大会� 23日（木）～25日（土）

【５月の予定】

　ヌプカウシヌプリの麓でも雪解けが進み、春の暖かさをより感じられるようになってきた４月。こ
の度、４名の先生が着任し、教職員36名、全校生徒120名で令和６年度の士幌高校がスタートしまし
た。今年度も引き続き本校の教育活動にご理解とご協力をお願いいたします。（４月９日現在）

１年１組アグリビジネス科
担任　島津　輝　先生

【新入生代表宣誓１年１組真野�皐太さん】

士幌高校にもシマエナガ？

１年２組フードシステム科
担任　天野　俊浩　先生

学校HP（ホームページ）や Facebook 等で学校の様子を配信しております。
学校HP アグリビジネス科 フードシステム科 農業クラブ

◆１学年主任よりご挨拶
天野　俊浩　先生（フードシステム科担任）

　新入生の皆さんそして保護者の皆様、ご入学おめでとうございます。農業を学びの主軸とするここ
士幌高校は先人たちが築いた知恵と経験を現代に生かし、さらに一歩先へと進めるような、そんな取
り組みを行っています。４月８日に51名の新入生が本校の門をくぐりました。この若者たちにはそ
れぞれに課題があり、日々それらに向き合っております。販売会やインターンシップなど、地域の皆
様のあたたかいご支援を受け、これまでも多くの若者たちがここで学び、巣立っていきました。実社
会にふれる貴重な機会から得るものは計り知れません。この春入学した彼ら彼女らもまた、この連環
のなかであらたな成長を遂げていくことでしょう。今後も士幌高校への応援をぜひともよろしくお願
い申し上げます。

◆令和６年度第75回入学式挙行～新入生51名が仲間入り～
　昨年よりも多くの新入生を迎えスタートしました。少し緊張した様子の新入生でしたがアグリビジ
ネス科20名、フードシステム科31名の計51名が新生活をスタートさせました。
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「
士
幌
町
第
６
期
町
づ
く
り
総
合
計
画

（
後
期
）に
あ
る『
子
ど
も
の
笑
顔
が
広

が
り
学
び
、
楽
し
む
ま
ち
』を
ふ
ま
え
、

士
幌
町
教
育
大
綱
の
基
本
理
念
で
あ
る

『
輝
く
未
来
へ　
し
ほ
ろ
創
生
』を
共
有

し
、
生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
、
小

中
連
携
を
中
核
と
し
た
幼
保
小
中
高
連

携
教
育
の
推
進
・
充
実
を
図
り
、
士
幌

町
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
に
向
け
、
日
々
研
鑽
に
努
め
、

教
職
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
誠
心
誠
意
取
り
組
む
所
存
で
す
」

と
力
強
く
決
意
の
一
端
を
述
べ
ま
し
た
。

　
着
任
さ
れ
た
教
職
員
の
皆
様
に
は
、

一
日
も
早
く
新
し
い
環
境
に
慣
れ
、
地

域
に
と
け
込
ん
で
い
た
だ
き
、
決
意
表

明
に
も
あ
る
よ
う
に
、
士
幌
町
の
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

の教

窓育

士幌町教育委員会

教
職
員
着
任
式

転
入
教
職
員
の
活
躍
を
期
待

　
令
和
６
年
度
が
始
ま
り
ひ
と
月
ほ
ど

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
も
薄
れ
て
、
学
校
の
行
事
な
ど

も
コ
ロ
ナ
前
と
同
じ
よ
う
に
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
春
の
陽
気
と

と
も
に
、
屋
内
外
で
子
ど
も
た
ち
が
躍

動
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
さ
て
、今
年
も
人
事
異
動
に
よ
り
、小
・

中
・
高
で
、
校
長
先
生
２
名
、
教
頭
先

生
１
名
を
は
じ
め
、
18
名
の
教
職
員
の

皆
様
を
本
町
に
お
迎
え
し
、
４
月
２
日

に
辞
令
交
付
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
ま
ず
初
め
に
、
土
屋
教
育
長

よ
り
、
教
職
員
一
人
一
人
に
辞
令
が
手

渡
さ
れ
た
後
、
歓
迎
の
こ
と
ば
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
着
任
者
を
代
表

し
て
中
央
中
学
校
白
井
将
之
校
長
が
、

先生方の働き方改革を進めています！
　業務に伴うストレスなどにより、先生方の心身に不調を来すことが問題視されていることは多
く報道されているところです。先生方が精神的にも身体的にも健康で業務に携わることや、休み
をしっかり取り自ら充実した人生を送ることで、教員としての資質・能力が高まり、教育の質を
上げることにつながるため働き方改革を推進しています。本町においても「士幌町立学校におけ
る働き方改革推進プラン」を策定して、働きやすい職場、働き甲斐のある職場に向けて、職場環
境の改善や先生方の意識改革に努めていますので、保護者や地域の皆様にはご理解とご協力をお
願いいたします。
①時間外勤務時間等の縮減
　 　時間外勤務時間（休日や部活動・少年団活動を含む）は、月45時間未満を目標に取組を進

めています。令和５年度の月毎の状況と年間月平均は次の通りです。
45時間未満 45時間以上

60時間未満
60時間以上
80時間未満 80時間以上 年間月平均

小学校（51名） 92.7％ � 4.3％ � 2.0％ 1.1％ 21時間39分
中学校（27名） 68.4％ 15.5％ 11.1％ 5.0％ 35時間24分
高　校（34名） 88.2％ � 8.0％ � 3.5％ 0.3％ 27時間13分

②学校閉庁日の設定
　 　長期休業中に基本的に先生方が誰も出勤しない日を設けています。本年度も夏休みに３日間、

冬休みに６日間の計９日間を計画しています。学校閉庁日は部活動も休止となります。
③業務内容の効率化
　 　児童生徒の学校への欠席連絡について、「町公式ＬＩＮＥ」での連絡もできるよう調整して

おり、今後学校・保護者ともに、朝の何かと忙しい時間を効率的に使えるようになる予定です。
学校と保護者との情報共有は今まで通り重要ですので、報告や相談の時間を学校・保護者の双
方から積極的に作ってもらいたいです。

25 広報しほろ� 2024�.�5



俳
　
句

川
　
柳

・
曇く

も

り
空
地
球
は
ひ
と
つ
黄
砂
く
る�

和
田
　
節
子

町 
民

文
芸

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

次
回
は
、
新
生
の
濱
田
瑞
生
さ
ん
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
彩
音
さ
ん
か
ら
瑞

生
さ
ん
へ
一
言
。「
ま
た
た
く
さ
ん
ゲ
ー

ム
し
ま
し
ょ
う
！
」

◆
家
族
構
成
◆

　

単
身

◆
士
幌
で
好
き
な
も
の
◆

　

し
ほ
ろ
牛

　

鳥
し
ん

◆
旅
行
に
行
く
と
し
た
ら
？
◆

　

韓
国

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
彩
音
さ
ん
は
音
更
町
出
身
で
、
帯
広
南
商

業
高
校
を
卒
業
。
２
年
前
に
士
幌
町
農
業
協

同
組
合
へ
入
組
し
、
貯
金
課
と
し
て
、
窓
口

対
応
や
現
金
の
管
理
な
ど
を
主
な
業
務
と
し

て
い
ま
す
。

　
仕
事
柄
、
現
金
を
扱
う
た
め
、
ミ
ス
が
許

さ
れ
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
な
る
べ
く
お
客
様
を

待
た
せ
な
い
よ
う
に
す
る
中
で
焦
ら
ず
に
仕

事
を
進
め
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い
る
」と
話

す
彩
音
さ
ん
で
す
が
、「
組
合
員
、
町
民
の
方

と
の
何
気
な
い
会
話
で
癒
や
さ
れ
、
最
後
は

笑
顔
で
帰
っ
て
く
れ
た
と
き
に
や
り
が
い
を

感
じ
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
休
日
は
、
主
に
買
い
物
で
色
々
な
と
こ
ろ

に
出
掛
け
、
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
甘
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が

好
き
で
、
最
近
は
お
菓
子
作
り
に
ハ
マ
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
旅
行
も
好
き
で
、
昨
年
は
初
の
海

外
旅
行
で
韓
国
へ
行
き
ま
し
た
。
次
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行
き
た
い
と
意
気
込
む
彩
音

さ
ん
。「
日
本
と
は
季
節
が
逆
に
な
る
の
で
、

夏
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
味
わ
っ
て
み
た
い
！
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
色
々
な
と
こ
ろ
を
旅

行
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
現
在
は
独

学
で
語
学（
特
に
韓
国
語
）の
勉
強
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
海
外
旅
行
へ
の
準
備
を
着
々
と

進
め
て
い
る
彩
音
さ
ん
で
し
た
。

み
ど
り

�

笠か
さ

継つ
ぐ

　
彩あ

や

音ね

　
さ
ん

語
学
力
を
高
め

海
外
旅
行
へ
！

・
目
を
細
む
か
す
か
に
見
え
る
春
の
山�

�

和
田
　
節
女

・
僕
は
ど
れ
仲
良
く
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り�

�
�

研
紀

・
幼
き
日
母
が
作
り
し
柏
餅�

�
�

研
紀

・
ふ
と
過
る
父
の
背
中
や
山
葵
掘
る�

�
�

水
音

・
鯉
幟
今
年
で
終
わ
り
に
す
る
と
言
う�

�
�

水
音

短
　
歌

・
雪
溶
け
て
残
雪
な
の
か
と
車
窓
よ
り
エ
サ
を
求
め
る
大
白
鳥
の

�

清
水
さ
よ
子

・
雪
解
け
を
待
ち
か
ね
て
咲
く
エ
ン
ゴ
サ
ク
心
を
癒
す
春
の
妖
精

�

三
木
　
悦
子
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したしみ図書館（総合研修センター内　電話５－２２８１）【開館時間】10時00分～18時00分まで
https://www.ik.licsre-saas.jp/shihoro/webopac/index.do

【児童書】
アザラシのアニュー�（あずみ虫）
おばけのまよなかアイス�（かんな）
ムムさんのまほうのけーきやさん
� （コンドウアキ）
かってもまけてもいいんだよ　
（オーレリー・シアン・ショウ・シーヌ）
みかんのおひさま�（真珠まりこ）
君たちはどう生きるか�（宮崎駿）
妖花魔荘物語� （廣嶋玲子）
ともだち� （椰月美智子）
目標を達成するための時間管理が
身につく� （すわべしんいち）
だれか、ふつうを教えてくれ！
� （倉本智明）
10代のうちに考えておきたいジェ
ンダーの話� （堀内かおる）
つぼみ実物大ずかん�（高岡昌江）
死ぬのは、こわい？� （徳永進）

【一般書】
紫式部愛の自立� （石村きみ子）
ひとり旅日和�５� （秋川滝美）
変な家�２� （雨穴）
一夜� （今野敏）
ヒポクラテスの悲嘆�（中山七里）
定食屋「雑」� （原田ひ香）
いい人すぎるよ図鑑� （明円卓）
昭和史の明暗� （半藤一利）
アイヌもやもや
� （北原モコットゥナシ）
老化は治療できるか�（河合香織）
限界ズボラゆるトレ大全
� （いしかわひろこ）
休養学� （片野秀樹）
糞尿をめぐるエネルギー革命
� （齋藤勝裕）
ジュニアのためのスポーツ栄養
� （柴田麗）

★�マカベアリスのパンチニードルレッス
ン帖� （暮らしの図鑑編）
　刺しゅう糸を使用し
たパンチニードルの図
案と作品集。パンチニ
ードルの扱い方や、刺
しゅう枠への布の張り
方、刺し方のコツなど
をプロセス写真でてい
ねいに解説。パンチニードルをあしら
った小物などの作品例も充実。

★算数ひみつの７つ道具
� （あきとんとん）
　２桁のたし算やかけ
算、分数の約分、割合
の計算といった、小学
校で習う計算が５秒で
解けるようになるひみ
つの７つ道具を、例題とともに紹介す
る。練習問題も豊富に掲載。

★★今月の休館日★★
7、 14、 21、 28日
（毎週火曜日）
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　士幌町 LINE 公式アカウントを友だち追加していた
だくと、町政に関するタイムリーな情報を受け取れ
るだけではなく、様々な機能をご利用いただけます !!
　ぜひ、友だち追加をお願いします。

士幌町
LINE公式アカウント

←�携帯電話の二次元コードリーダーで
読み取ることができます。スマホで

かんたん登録♪

＼友だち募集中!!／＼友だち募集中!!／

士幌町LINE公式アカウント
ロゴマーク
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この広報誌は、ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を
伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

暮らしのカレンダー５月
日にち 行　　　　　　　事 場所

1 ㊌ 9:３０～１１:３０ のびのびの日 認定こ
１３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児

2 ㊍ 9:３０～１１:３０ にこにこ広場 中児
１３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児

3 金
4 土
5 日
6 月

7 ㊋

9:００～１１:００ 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:３０～１１:３０ にこにこ広場 中児
１０:３０～１１:３０ スマイル教室 保セ
１３:００～１4:００ ふまねっと タウン
１３:００～１６:３０ よすが子育て相談 福セ

☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児

8 ㊌☆ 9:３０～１１:３０ のびのびの日 認定こ
☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児

9 ㊍
受付時間は個別通知 ２歳児教室 保セ

☆ 9:３０～１１:３０ にこにこ広場 中児
☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児

10 ㊎

８:５０～ 9:２０ 受付 まる元運動教室 保セ
9:００～１１:３０ 赤ちゃん相談 福セ

☆ 9:３０～１１:３０ わんぱくの日 認定こ
１０:００～１０:３０ 受付 まる元運動教室 保セ
１３:００～１３:３０ 受付 まる元運動教室 保セ
１３:１５～１３:３０ 受付 予防接種 国保

（四種混合・水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児
１５:4５～１６:００ 受付 予防接種 国保

（日本脳炎・二種混合）
11 土
12 日

13 ㊊

9:００～１１:００ 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:３０～１１:３０ ちびっこ広場 認定こ
☆ １０:００～１１:００ ぴよぴよ広場 中児
１３:００～１4:００ ふまねっと タウン

☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児

14 ㊋

9:３０～１１:３０ 頑張りママの運動教室 保セ
☆ 9:３０～１１:３０ にこにこ広場 中児
☆ １０:００～１１:３０ キッズ・クラブ 認定こ
１３:００～１６:３０ よすが子育て相談 福セ

☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児

15 ㊌

☆ 9:３０～１１:３０ のびのびの日 認定こ
9:３０～１１:３０ 献血 役場
１３:００～１4:００ ふまねっと 中士幌
１３:００～１4:３０ 献血 農協

☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児
１５:００～１６:００ 献血 福セ

16 ㊍
受付時間は個別通知 幼児健診 保セ

☆ 9:３０～１１:３０ なかよくあそぼ 中児
☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児

日にち 行　　　　　　　事 場所

17 ㊎

８:５０～ 9:２０ 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:３０～１１:３０ にこにこ広場 中児
☆ 9:３０～１１:３０ おひさまの日 認定こ
１０:００～１０:３０ 受付 まる元運動教室 保セ
１３:００～１３:３０ 受付 まる元運動教室 保セ

☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児
18 土
19 日

20 ㊊

9:００～１１:００ 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:３０～１１:３０ ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:３０～１１:３０ にこにこ広場 中児
１３:１５～１３:３０ 受付 予防接種 国保

（四種混合・水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児
１５:4５～１６:００ 受付 予防接種 国保

（日本脳炎・二種混合）

21 ㊋
☆ 9:３０～１１:３０ にこにこ広場 中児
１３:００～１4:００ ふまねっと タウン
１３:００～１６:３０ よすが子育て相談 福セ

☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児

22 ㊌

9:３０～１１:００ おっぱい相談（要予約） 福セ
☆ 9:３０～１１:３０ のびのびの日 認定こ
１３:００～１５:００ 認知症カフェ もりくま

☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児

23 ㊍☆ 9:３０～１１:３０ にこにこ広場 中児
☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児

24 ㊎☆ 9:３０～１１:３０ にこにこ広場 中児
☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児

25 土
26 日

27 ㊊

9:００～１１:００ 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:３０～１１:３０ ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:３０～１１:３０ にこにこ広場 中児
１３:１５～１３:３０ 受付 予防接種 国保

（四種混合・水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児
１５:4５～１６:００ 受付 予防接種 国保

（日本脳炎・二種混合）
28 ㊋ １３:００～１６:３０ よすが子育て相談 福セ

29 ㊌☆ 9:３０～１１:３０ のびのびの日 認定こ
☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児

30 ㊍☆ 9:３０～１１:３０ にこにこ広場 中児
☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児

31 ㊎

８:５０～ 9:２０ 受付 まる元運動教室 福セ
☆ 9:３０～１１:３０ にこにこ広場 中児
１０:００～１０:３０ 受付 まる元運動教室 福セ
１３:００～１３:３０ 受付 まる元運動教室 福セ
１３:１５～１３:３０ 受付 予防接種 保セ

（BCG・麻しん風しん混合）
☆ １３:３０～１５:３０ ごごの広場 中児
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※�子育て支援は０歳から就学前のお子さんを持つ家庭の方が対象
です。また、キッズ ･クラブは会員登録制です。☆印のお問い合
わせや子育ての相談は子育て支援センター（電話７－４１０２）
または認定こども園なかよし（電話５－２５０２）まで

※�まる元運動教室は、地域包括支援センター� �
（電話５－２１８８）にご相談ください。

保セ →町民保健センター
福セ →総合福祉センター
中児 →中士幌児童ステーション
認定こ→認定こども園なかよし
国保 →国保病院

中士幌→中士幌地区公民館
タウン→タウンプラザ
役場 →役場前
農協 →農協
もりくま→みんなのもりのくまさん

【凡　例】
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